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          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――開会 午前１０時 ０分―― 

○議長（山村惠美子君） 皆さん、おはようございます。 

 傍聴者の皆様及び視聴者の皆様には、お越し、または御視聴いただきまして、誠にありがと

うございます。 

 本日から令和５年９月定例会を行います。 

 三次市議会では、クールビズの取組として、５月から10月末までの期間をノーネクタイなど

の軽装といたしておりますので、御理解いただきますようお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は23人であります。 

 これより令和５年９月三次市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の会議録署名者として、増田議員及び徳岡議員を指名いたします。 

 なお、暑いと思われる方は適宜上着をお取りください。 

 この際、御報告をいたします。本日の会議の欠席者として、大森議員から一身上の都合によ

り欠席する旨、届出がありました。 

 次に、市長から、地方自治法第243条の３第２項の規定及びこれに準じ市が出資している法

人の経営状況説明書の提出があり、受理しています。受理しました法人は次のとおりです。株

式会社布野特産センター、株式会社暮らしサポートみよし、株式会社三次ケーブルビジョン、

一般社団法人三次観光推進機構、一般社団法人三次市観光協会、吉舎食品株式会社、公益財団

法人奥田元宋・小由女美術館、株式会社広島三次ワイナリーです。これらの説明書については

タブレットに掲載しておりますので、御確認ください。 

 以上で報告を終わります。 

 ここで、福岡市長から発言をしたい旨、申出がありましたので、この際、これを許します。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

○市長（福岡誠志君） 皆さん、おはようございます。 

 本会議に先立ちまして、私から行政報告をさせていただきます。 

 まず、君田温泉について報告を申し上げます。 

 君田温泉森の泉などの指定管理者である株式会社君田トエンティワンが会社を解散すること

を決定され、10月１日で同社による施設管理を終了することとなりました。同社による施設管

理は終了しますが、その後は市が関係施設を管理し、はらみちを美術館などはこれまでと同様

に利用していただけるよう努めてまいります。温泉施設については一旦休館となりますが、三

次の宝である君田温泉は今後も大切な観光資源として活用していく考えであります。 

 市では、これまで、露天風呂や休憩スペースの改修などの施設改修に加え、繁忙期と閑散期

で利用料金を変動できるように関係条例を改正するなど、経営環境の整備を行ってまいりまし

た。また、第三セクターであることから、これまで、個別外部監査を始め、中小企業診断士に
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よる経営診断の実施、経営状況の分析と経営改善のコンサルティングのため中小企業診断士を

派遣するなど、会社に対して経営改善を強く求めてきたところです。しかしながら、他の類似

施設に比べて人件費などの固定費が多いという状況が続き、コロナ禍以前の平成29年度決算か

ら６期連続の赤字決算となりました。コロナ禍の３年間で顧客の行動変容が進み、利用者が減

少したことに加え、原油価格高騰などの影響が経営不振に追い打ちをかけ、今回の事態に至っ

たことは誠に残念なことであります。温泉施設については、今後、運営形態を検討し、早期再

開に向けて全力で取り組んでまいりますので、市民の皆さんの御理解と御協力をお願い申し上

げます。 

 次に、三次学校給食センターについて申し上げます。 

 ８月22日、29日の給食リハーサルを経て、本日９月１日から本格稼働し、旧市内17の全小・

中学校への配食がスタートします。この施設は、子どもたちに安全・安心な給食を提供するた

め、老朽化が深刻であった旧三次市内の調理場を廃止し、新たな施設として整備したもので、

１日に最大約4,000食を提供できる能力があります。引き続き生産者の皆さんと連携して地産

地消の推進を図っていく体制を強化し、旬の食材や地元の食材を取り入れるとともに、安全・

安心を第一に、食物アレルギー対応もしっかりと行いながら、成長期の子どもたちに栄養バラ

ンスの取れた三次らしい給食を提供してまいります。 

 次に、カーネクストｐｒｅｓｅｎｔｓ第９回ＷＢＳＣ女子野球ワールドカップ・グループＢ

について申し上げます。 

 ９月13日からの開催まで残すところ12日となりました。今年２月に大会開催が決定して以降、

広島東洋カープ様を始め、市内外の企業・団体の皆さんにより、情報発信など様々な御支援を

頂いていることに感謝を申し上げます。市内においては、保育所、保育園の園児によるおもて

なしポスターの作成のほか、酒屋地区での県立広島大学の学生とのスタジアム前への竹灯籠や

花のプランターの設置、三次青年会議所と県立三次中学校の連携によるウェルカムボードの作

成なども行われています。そのほか、八幡小学校の児童による応援メッセージ動画の作成のほ

か、各学校によるおもてなしの取組も行われています。このように、地域の皆さんを始め、市

内外の各学校や企業・団体など、多くの方々による様々な取組が広がっており、着実に市内外

の機運が高まっています。 

 また、ボランティアを募集したところ、市内外から約50名もの方々から御応募を頂いている

ほか、通訳ボランティアにつきましては、広島修道大学、広島県、広島東洋カープに御協力い

ただくこととなっています。 

 さらに、大会初日の第３試合、プエルトリコ対日本戦の試合前の式典において、大会顧問で

あり、岸田文雄内閣総理大臣の夫人である岸田裕子様による始球式も予定されており、大会に

花を添えていただきます。 

 引き続き万全の体制で準備を進め、三次市全体で盛り上げていくことにより、大会を成功に

導くとともに、この大会を通じて、女子野球タウンとしての三次をしっかりと発信し、今後の

三次の元気づくりにつなげてまいります。市民の皆さん、全国の皆さんには、直接女子野球の
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魅力に触れ、ワールドクラスの選手の皆さんのプレーに熱い声援を送っていただきますよう、

ぜひ三次きんさいスタジアムにお越しいただければと思います。 

 以上、定例会開会に当たりまして、行政報告をさせていただきましたけれども、今定例会に

おきましては、報告３件、議案24件を御提案させていただいております。議員の皆様におかれ

ましては、よろしく御審議いただきますようお願い申し上げ、私からの行政報告とさせていた

だきます。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１ 会期の決定 

○議長（山村惠美子君） 日程第１、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から10月２日までの32日間としたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

            （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は32日間と決定いたしました。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２ 報告第１８号 三次市国民保護計画の変更について 

報告第１９号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

報告第２０号 専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて） 

○議長（山村惠美子君） 日程第２、報告第18号三次市国民保護計画の変更について、報告第19号

及び報告第20号専決処分の報告についての報告３件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 （副市長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美副市長。 

            〔副市長 細美 健君 登壇〕 

○副市長（細美 健君） ただいま御上程になりました報告第18号から報告第20号までの報告３件

について、一括して御説明申し上げます。 

 最初に、報告第18号三次市国民保護計画の変更について御説明申し上げます。 

 本件は、三次市国民保護計画を変更したため、武力攻撃事態等における国民の保護のための

措置に関する法律第35条第８項において準用する同条第６項の規定により御報告申し上げるも

のであります。 

 その主な変更内容は、実践的な訓練の実施に当たっての留意事項の追加、避難施設の指定へ

の協力、弾道ミサイル発射時の対応等の追加、そのほか関係機関等の名称変更などを行ったも

のであります。 

 次に、報告第19号専決処分の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、令和５年７月11日に、三次市三和町有原829番２地先、県道羽出庭三良坂線の路上
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で発生した穴ぼこによる車両物損事故につきまして、相手方と協議を行った結果、示談が整い、

その損害賠償額を地方自治法第180条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第

２項の規定により御報告申し上げるものであります。 

 最後に、報告第20号専決処分の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、令和５年６月30日に、三次市廻神町3253番地先、市道西酒屋仁賀線の路上で発生し

ました穴ぼこによる車両物損事故につきまして、相手方と協議を行った結果、示談が整い、そ

の損害賠償額を地方自治法第180条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同条第２

項の規定により御報告申し上げるものであります。 

 以上、報告３件につきまして御報告申し上げるものであります。 

○議長（山村惠美子君） 質疑を願います。 

 （20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 竹原議員。 

○２０番（竹原孝剛君） 報告第18号の三次市国民保護計画の変更についてでありますが、これが

策定されて、平成19年２月ということで策定ですが、これの市民への周知ですよね。学習会な

どはどの程度、周知の実数が幾らあるのかお尋ねをしたいと思います。 

 それから、今後、変更になったことについて、市民の皆さんにどういうふうにこれを周知さ

れようとするのかお尋ねをしたいと思います。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

○危機管理監（山田大平君） この国民保護計画につきましては、平成19年に作成した際には、パ

ブリックコメント等をして作成したというふうに確認をしておりますけども、その後、学習会

等につきましては、記録として現時点で確認ができておりません。 

 今後、今回の改定にありますけども、市民への周知といたしまして、まずホームページ等で

の周知は図っていく必要があると思いますし、そういった学習会といいますか、説明の要望が

ありましたら、対応もできるものと考えております。 

 （20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 竹原議員。 

○２０番（竹原孝剛君） やられてないということですが、この国民保護計画の重要性ですよね、

あんまり認識してないという。国もそんなに思ってないんでしょうけど、せっかく高い金を使

ってつくったんですから、せめて市民周知はちゃんとしていかないけんのじゃないかと思いま

すので、今後の動向も含めて、ちゃんとせにゃいけんのじゃないかと思います。 

 これは意見でいいです。 

○議長（山村惠美子君） そのほか、ございますか。 

            （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております報告３件は、先例により質疑のみといたします。 
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          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第３ 議案第７５号 三次市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部を改正する条

例（案） 

議案第７６号 三次市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例（案） 

議案第７７号 三次市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（案） 

議案第７８号 三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案） 

○議長（山村惠美子君） 日程第３、議案第75号三次市コミュニティセンター設置及び管理条例の

一部を改正する条例（案）から議案第78号三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）

までの議案４件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 （副市長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美副市長。 

            〔副市長 細美 健君 登壇〕 

○副市長（細美 健君） ただいま御上程になりました議案第75号から議案第78号までの議案４件

について、一括して御説明申し上げます。 

 最初に、議案第75号三次市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部を改正する条例

（案）について御説明申し上げます。 

 本案は、三次市カーター通り駅をコミュニティセンターとして利用するため、関係条例であ

ります三次市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部を改正し、三次市カーター通り駅

設置及び管理条例を廃止しようとするものであります。 

 その内容は、甲奴コミュニティセンターの老朽化に伴い、三次市カーター通り駅をコミュニ

ティセンターとして利用しようとするものであります。 

 次に、議案第76号三次市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例（案）につい

て御説明申し上げます。 

 本案は、印鑑登録証明書の申請・交付について、個人番号カードの利活用の拡大、利便性の

向上を図るため、関係条例であります三次市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正しよ

うとするものであります。 

 その主な内容は、本人確認書類に個人番号カードを追加することにより、コンビニエンスス

トアで印鑑登録証明書発行を行えるようにするものであります。 

 次に、議案第77号三次市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例（案）につい

て御説明申し上げます。 

 本案は、市立三次中央病院の外来化学療法センターの受入れ体制を拡充することに伴い、関

係条例であります三次市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正しようとするものであり

ます。 

 その内容は、一般病床を350床から328床に改正し、外来化学療法センターの治療ベッド数を

増床しようとするものであります。 
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 最後に、議案第78号三次市手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）について御説明申し

上げます。 

 本案は、宅地造成等規制法の改正及び生活衛生関係営業等の事業活動の継続に資する環境の

整備を図るための旅館業法等の一部を改正する法律の公布等に伴い、関係条例であります三次

市手数料徴収条例の一部を改正しようとするものであります。 

 その主な内容は、盛土等の許可行為に要する手数料の改正、旅館営業の譲渡に関する手続の

変更に伴う改正などであります。 

 以上、議案４件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（山村惠美子君） 質疑を願います。 

 （３番 増田誠宏君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 増田議員。 

○３番（増田誠宏君） では、議案第77号についてお伺いします。 

 これは市立三次中央病院の病床数を350床から328床に変更するもので、外来の化学療法増加

に対応するということは理解するものなんですが、その上で、１つ目として、市立病院の病床

数は地方交付税算定の各種補正に使われるものですが、病床数の減は普通交付税や特別交付税

に影響がないのか、２点目として、同様に、病院運営の補助金等に影響がないのか、３点目に、

建て替え後の病院は305床の予定ですが、この条例改正によって、現在より45床減だったのが

23床減に変更となります。このことによって新病院建設の補助金や交付金等に影響はないのか。 

 以上、３点お伺いします。 

 （総務部長 桑田秀剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 桑田総務部長。 

○総務部長（桑田秀剛君） 病床数減に伴います交付税の金額についてお答えいたします。 

 普通交付税につきましては、１床当たり約70万円の減でございまして、22床で約1,540万円

の影響額となります。 

 特別交付税につきましては影響がございません。 

 （市民病院部事務部長 片岡光子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 片岡市民病院部事務部長。 

○市民病院部事務部長（片岡光子君） まず、建て替え、今305床と基本構想でお示しされており

ます減少数と、今回、328床にすることによります交付金等の影響ですけれども、実際に市立

三次中央病院建て替え時に、今現在あります急性期病床１割減という条件での補助金がござい

ますけれども、基金を活用したものがございますが、こちらが期限が来年度、実際、私どもが

建てる時期には継続は今のところ確定しておりませんので、この病床数１割減というところで

の交付金ないし補助金の影響のほうは、現在のところ、未確定という状況でございます。 

 あと、病院運営につきましてですけれども、具体的な病院運営の影響ということ、実際に病

院に直接関係する補助金のほうはございませんので、あくまでも外来診療の拡充ということで
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の診療報酬の増収ということを見込んでおります。 

 （３番 増田誠宏君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 増田議員。 

○３番（増田誠宏君） 新病院に関しては未確定ということなので、これは分かりました。 

 最初の分なんですが、地方交付税1,540万円減ということなんですが、建て替えるまでに数

年あるので、これは割と大きい影響があるんかなと思うんですけど、考え方によって、化学療

法センターのベッド数を増やすということを病院全体の病床数を減少させずにする。例えば、

敷地に余裕があるかないか分からんですけど、例えばですけど、プレハブで新しい病院を建て

るまでに造っておくとか、そういう考えとかはなかったのか、できないのか、お伺いします。 

 （市民病院部事務部長 片岡光子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 片岡部長。 

○市民病院部事務部長（片岡光子君） 外来の化学療法ですけれども、やはり近年、治療時間が非

常に長くなっておりますので、患者さんにとって、やはり環境といたしまして十分なものを用

意したいというのがございます。プレハブですとか、そういった建物も敷地内に建設できる余

裕もございません。今一番患者さんにとって療養環境を整えるために必要な策として、５階東

病棟のベッド数を減らすことで対応していきたいということで決めたものでございます。 

○議長（山村惠美子君） そのほか、ございますか。 

 （23番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新家議員。 

○２３番（新家良和君） 議案第75号三次市コミュニティセンター設置及び管理条例の一部を改正

する条例（案）について御質問いたします。 

 別表の改正でありますが、甲奴コミュニティセンターをカーター通りコミュニティセンター

に名称変更し、位置の変更と対象区域のところなんですけども、現在の甲奴コミュニティセン

ターの対象区域が表に記載してあるのと、今度、カーター通りコミュニティセンターに変わっ

たときに、対象区域が甲奴町の本郷と西野に限定をされておりますけども、現行の甲奴、梶田、

福田ほか、この地域の取扱いが新しいコミュニティセンターではどのようになるのかお伺いい

たします。 

 （甲奴支所長 秋山和宏君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 秋山甲奴支所長。 

○甲奴支所長（秋山和宏君） 別表の対象区域の考え方ですけども、現在、甲奴コミュニティセン

ターの中に本郷・西野地区振興協議会と梶田福田振興協議会の２団体が入っておりまして、そ

れらの対象区域が現状の区域でございます。今度、カーター通りコミュニティセンターへ事務

局が入りますのは、本郷・西野地区振興協議会が入ります。梶田福田振興協議会は現在のコミ

ュニティセンターにそのまま残り、今後、仮庁舎として利用しますけども、庁舎の改修が済ん

だ後は、甲奴支所内に梶田福田振興協議会が入る予定でございますので、カーター通りコミュ

ニティセンターについては、対象区域を本郷、西野というふうに考えております。 
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○議長（山村惠美子君） そのほか、ございますか。 

 （市民病院部事務部長 片岡光子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 片岡部長。 

○市民病院部事務部長（片岡光子君） 先ほどの議案77号について少し補足をさせていただければ

と思います。 

 交付税措置が、ベッド数が減るということで、1,500万円余りの減額という数字になります

けれども、病院のほうでは、この化学療法センターの拡充と併せまして、内視鏡センターもス

ペースのほうを広く確保するように予定しておりますので、そういった診療の拡大によりまし

て、年間2,400万円ばかりの増収を見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（山村惠美子君） それでは、質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案のうち、総務常任委員会に議案第75号の議案１件を付託

いたします。 

 次に、教育民生常任委員会に議案第76号及び議案第77号の議案２件を付託いたします。 

 次に、産業建設常任委員会に議案第78号の議案１件を付託いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第４ 議案第７９号 工事請負契約の締結について 

議案第８０号 工事請負契約の締結について 

議案第８１号 工事請負契約の締結について 

議案第８２号 工事請負契約の締結について 

議案第８３号 工事請負契約の締結について 

○議長（山村惠美子君） 日程第４、議案第79号から議案第83号工事請負契約の締結についてまで

の議案５件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 （副市長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美副市長。 

            〔副市長 細美 健君 登壇〕 

○副市長（細美 健君） ただいま御上程になりました議案第79号から議案第83号までの議案５件

について、一括して御説明申し上げます。 

 最初に、議案第79号工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 本案は、上志和地排水機場ポンプ設備分解整備及び電気設備更新工事につきまして、一般競

争入札を令和５年７月28日に執行いたしました。１社による入札の結果、２億3,320万円で株

式会社山産広島支店が落札いたしました。よって、三次市議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、市議会の議決を求めようとするものであり

ます。 

 次に、議案第80号工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 
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 本案は、甲奴支所耐震改修工事につきまして、一般競争入札を令和５年７月21日に執行いた

しました。２社による入札の結果、３億4,650万円で有限会社ユノカワが落札いたしました。

よって、三次市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定

により、市議会の議決を求めようとするものであります。 

 次に、議案第81号工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 本案は、三次市東光保育所建替工事（建築主体工事）につきまして、一般競争入札を令和５

年７月31日に執行いたしました。１社による入札の結果、６億500万円で株式会社壱心が落札

いたしました。よって、三次市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第２条の規定により、市議会の議決を求めようとするものであります。 

 次に、議案第82号工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 本案は、三次市立三次小学校改築工事建築主体工事につきまして、一般競争入札を令和５年

８月３日に執行いたしました。１社による入札の結果、18億4,800万円で株式会社加藤組が落

札いたしました。よって、三次市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第２条の規定により、市議会の議決を求めようとするものであります。 

 最後に、議案第83号工事請負契約の締結について御説明申し上げます。 

 本案は、一級河川権現川貯留施設整備工事につきまして、一般競争入札を令和５年８月１日

に執行いたしました。３社による入札の結果、４億6,310万円で大栄重機株式会社が落札いた

しました。よって、三次市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

２条の規定により、市議会の議決を求めようとするものであります。 

 以上、議案５件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（山村惠美子君） 質疑を願います。 

 （23番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新家議員。 

○２３番（新家良和君） 議案第79号工事請負契約の締結について、上志和地排水機場のポンプ設

備分解整備と電気設備の更新工事についてお伺いいたしますが、説明の中で、供用・使用開始

から30年を経過し、ポンプ、電気設備は耐用年数が経過しており、経年劣化が進んでおります

と。不具合発生による機能低下や停止を予防するために今回の分解整備と更新工事を行うとい

うことなんですが、ポンプは今回オーバーホールで、電気設備については更新とあります。い

ずれも30年が経過をして劣化が著しいということであるのに、なぜポンプはオーバーホールで、

電気設備は更新、いずれも更新とされなかったのか、その理由についてお伺いいたします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

○危機管理監（山田大平君） この今回の設備更新、オーバーホールに当たりまして、事前の調査

をしてきております。その調査の結果、確かに電気設備、ポンプとも、経年が、平成３年から

ですので、30年以上たっております。そういった中で、この機能を回復し、今後もポンプ場と
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しての機能を継続できるという手法として、それぞれ分けて、電気は更新、ポンプはオーバー

ホールで、今後また続けて継続した対応ができるというふうな判断をした結果、このように分

けさせていただいております。 

 （23番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新家議員。 

○２３番（新家良和君） ポンプのオーバーホールによって長寿命化が何年可能なのか、どのよう

に把握されておるのか伺いたいのと、ポンプのオーバーホールとポンプを更新する場合の価格

差、幾ら価格差があるのか。その価格差を踏まえての、長寿命化と併せての今回オーバーホー

ルということになったんですが、結果として、そうすることによるコストメリットは出てくる

のかどうか。例えば長寿命化が極めて短かった場合、その次の長寿命化を図るときに、オーバ

ーホールでなくて更新が必要であったということになると、二重投資になるリスクも含んでお

りますので、今回のオーバーホールで何年長寿命化が図られ、それに伴って、今回、更新せず

に、オーバーホールすることによってのコストメリットが幾らあると判断されたのかお伺いい

たします。 

 （危機管理監 山田大平君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 山田危機管理監。 

○危機管理監（山田大平君） 長寿命化につきましては、今回、あくまでオーバーホールでござい

ますので、いずれ完全な更新の時期というのは参るものと考えております。手元にそういった

長寿命化についての検討が、具体的にどのような形、何年、あるいは価格の差を比較したとい

うところがございませんので、後ほど資料を提供させ、もちろんそういったことについて確認

をして報告させていただきたいというふうに思います。 

○２３番（新家良和君） 資料を出すということ。 

○危機管理監（山田大平君） この検討の際の資料について出させていただきたいと思います。 

○議長（山村惠美子君） 先ほどの質問は確認の質問ですね。 

○２３番（新家良和君） 心配するのが、コストメリットが本当にあるのかどうかということを心

配しとるんですよ。だから、長寿命化がうんと図られて、更新とオーバーホールとの価格差が

うんとあってメリットがありますという判断をされとるんならいいんですけども、そうでなく

て、今回ただただオーバーホールでしばらく時間を稼ごうということであれば、逆にコスト増

につながるのではないかという心配をしておりますので、その辺のところをしっかり資料とし

て提出してください。 

○議長（山村惠美子君） それでは、後日、こちらのほうの資料をお願いいたします。 

 そのほか、ございますか。 

            （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案のうち、総務常任委員会に議案第79号及び議案第80号の

議案２件を付託いたします。 
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 次に、教育民生常任委員会に議案第81号及び議案第82号の議案２件を付託いたします。 

 次に、産業建設常任委員会に議案第83号の議案１件を付託いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第５ 議案第８４号 令和４年度三次市一般会計歳入歳出決算認定について 

議案第８５号 令和４年度三次市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第８６号 令和４年度三次市診療所特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第８７号 令和４年度三次市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第８８号 令和４年度三次市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

議案第８９号 令和４年度三次市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第９０号 令和４年度三次市病院事業会計決算認定について 

議案第９１号 令和４年度三次市水道事業会計決算認定について 

議案第９２号 令和４年度三次市下水道事業会計決算認定について 

○議長（山村惠美子君） 日程第５、議案第84号令和４年度三次市一般会計歳入歳出決算認定につ

いてから議案第92号令和４年度三次市下水道事業会計決算認定についてまでの議案９件を一括

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 （副市長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美副市長。 

            〔副市長 細美 健君 登壇〕 

○副市長（細美 健君） ただいま御上程になりました議案第84号から議案第92号までの議案９件

について、一括して御説明申し上げます。 

 最初に、議案第84号令和４年度三次市一般会計歳入歳出決算認定について御説明申し上げま

す。 

 本会計の決算額は、歳入総額414億3,480万7,390円、歳出総額398億4,448万8,461円、歳入歳

出差引額は15億9,031万8,929円で、このうち翌年度への繰越事業等に係る繰越財源を控除した

実質収支は10億6,885万7,059円であります。 

 初めに、歳入から主なものを御説明申し上げます。 

 歳入歳出決算書２ページをお開きください。 

 市税は、市民税、固定資産税など、合わせて67億9,124万1,649円、地方交付税は、普通交付

税及び特別交付税、合わせて155億5,509万5,000円、国庫支出金は、国庫負担金、補助金等、

合わせて54億3,898万6,096円。 

 県支出金は、県負担金、補助金等、合わせて32億2,651万4,057円、繰入金は、基金繰入金か

らの繰入が１億1,406万1,000円。 

 市債は、学校給食施設整備事業債、過疎地域持続的発展事業債など、合わせて47億9,222万

1,000円であります。 
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 次に、歳出について御説明いたします。 

 議会費は２億6,908万7,367円。主な内容は、議員人件費、議会運営に係る経費などでありま

す。 

 総務費は74億9,794万137円。職員人件費のほか、自治活動の支援、定住対策事業に係る経費

などであります。 

 民生費は93億1,272万6,967円。高齢者福祉、障害者福祉のほか、保育所運営などの児童福祉

に係る経費であります。 

 衛生費は28億3,084万5,071円。健康推進、環境衛生、じんかい処理に係る経費などでありま

す。 

 労働費は２億1,063万4,324円。生活応援融資貸付金、雇用対策に係る経費などであります。 

 農林水産業費は21億8,738万5,895円。農業振興、小規模農業基盤整備、林道整備に係る経費

などであります。 

 商工費は６億8,093万8,070円。商工業振興、工場立地促進、観光推進に係る経費などであり

ます。 

 土木費は40億1,044万7,336円。市道・県道・橋梁の新設改良、維持管理に係る経費などであ

ります。 

 消防費は13億1,392万4,935円。備北地区消防組合負担金、消防団、水防、防災に係る経費な

どであります。 

 教育費は38億8,441万8,325円。教育振興、小・中学校の運営、文化振興、スポーツ振興に係

る経費などであります。 

 災害復旧費は12億3,307万1,519円。令和２年度から令和４年度の大雨による災害に係る農林

業施設、土木施設などの災害復旧経費であります。 

 最後に、公債費は64億1,306万8,515円であります。 

 次に、議案第85号令和４年度三次市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について御説明

申し上げます。 

 決算書16ページをお開きください。 

 本会計の決算額は、歳入総額50億6,653万589円、歳出総額50億4,270万2,419円で、歳入歳出

差引額2,382万8,170円であります。 

 歳入の主なものは、国民健康保険税、県支出金などであります。 

 歳出の主なものは、保険給付費、国民健康保険事業費納付金などであります。 

 なお、国民健康保険は、県単位化により、令和６年度からは県が示す準統一保険料率となる

方針です。 

 今後も国保税の適正な見直しと医療費適正化事業や保険事業の充実を図り、国保財政の安定

的な運営を行ってまいります。 

 次に、議案第86号令和４年度三次市診療所特別会計歳入歳出決算認定について御説明申し上

げます。 
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 決算書24ページをお開きください。 

 本会計の決算額は、歳入総額２億7,531万3,775円、歳出総額２億6,336万8,257円で、歳入歳

出差引額は1,194万5,518円であります。 

 歳入の主なものは、診療収入、繰入金などであります。 

 歳出の主なものは、医業費など診療所４か所の運営に係る経費及び新たに令和５年５月に開

設しました三次こども診療所の整備に係る経費であります。 

 引き続き地域医療の確保、充実を図ってまいります。 

 次に、議案第87号令和４年度三次市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について御説明申し

上げます。 

 決算書30ページをお開きください。 

 本会計の決算額は、歳入総額68億7,666万3,142円、歳出総額67億5,367万6,973円で、歳入歳

出差引額１億2,298万6,169円であります。 

 歳入の主なものは、介護保険料、国庫支出金、一般会計からの繰入金などであります。 

 歳出の主なものは、介護サービス、介護予防サービスなどに係る保険給付費、介護予防・生

活支援サービス事業などに係る地域支援事業費などであります。 

 引き続き介護保険事業の健全な運営とサービスの質の向上及び介護予防の推進などに努めて

まいります。 

 次に、議案第88号令和４年度三次市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について御説

明申し上げます。 

 決算書38ページをお開きください。 

 本会計の決算額は、歳入総額８億6,369万1,246円、歳出総額８億4,977万2,970円で、歳入歳

出差引額1,391万8,276円であります。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金などであります。 

 歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金などであります。 

 次に、議案第89号令和４年度三次市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について御説明申し

上げます。 

 決算書44ページをお開きください。 

 本会計の決算額は、歳入総額、歳出総額ともに477万457円で、歳入歳出差引額はゼロ円であ

ります。 

 歳入の主なものは、一般会計からの繰入金であります。 

 歳出の主なものは、公共用地先行取得事業に係る公債費であります。 

 次に、議案第90号令和４年度三次市病院事業会計決算認定について御説明申し上げます。 

 病院事業会計決算書１ページをお開きください。 

 令和４年度は、県北地域における中核病院として、救急医療体制の充実を図りながら、病院

改築に向け、新病院基本構想を策定しました。また、手術用顕微鏡などの医療機器の整備等を

行いました。今後もより一層質の高い医療サービスを提供してまいります。 
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 初めに、収益的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 収入決算額は100億1,552万306円、支出決算額は98億4,713万9,258円で、収入支出差引額は

１億6,838万1,048円となり、この収支額から決算処理を行った結果、当年度決算での純利益は

１億6,966万9,217円となりました。 

 次に、資本的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 決算書３ページをお開きください。 

 収入決算額は３億6,413万4,000円、支出決算額は16億632万9,814円となりました。 

 次に、議案第91号令和４年度三次市水道事業会計決算認定について御説明申し上げます。 

 水道事業会計決算書１ページをお開きください。 

 水道事業では、安全で安定した水の供給を目的に、山家町、三原町への水道設備に係る測量

設計業務、三良坂地区の老朽管更新工事などを行いました。 

 初めに、収益的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 収入決算額は18億1,428万1,075円、支出決算額は18億207万7,342円で、収入支出差引額は

1,220万3,733円となり、この収支額から決算処理を行った結果、当年度決算では2,098万7,128

円の純損失となりました。 

 次に、資本的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 決算書３ページをお開きください。 

 収入決算額は４億7,186万7,000円、支出決算額は11億1,951万3,057円となりました。 

 最後に、議案第92号令和４年度三次市下水道事業会計決算認定について御説明申し上げます。 

 下水道事業会計決算書１ページをお開きください。 

 下水道事業では、住環境の向上や公共用水域の保全等を目的に、公共下水道三次処理区にお

いて、三次町、畠敷町で開削工法による管渠敷設工事、県道和知三次線沿線ほか、畠敷町で推

進工法による管渠敷設工事を行いました。 

 初めに、収益的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 収入決算額は21億4,909万4,950円、支出決算額は21億2,754万9,800円で、収入支出差引額は

2,154万5,150円となり、この収支額から決算処理を行った結果、当年度決算では35万4,290円

の純利益となりました。 

 次に、資本的収入及び支出について御説明申し上げます。 

 決算書３ページをお開きください。 

 収入決算額は12億7,033万2,900円、支出決算額は18億2,642万9,578円となりました。 

 以上、議案９件につきまして、よろしく御審議の上、御認定いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（山村惠美子君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第84号から議案第92号までの議案９件については、予算

決算常任委員会において審査することとし、質疑を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 
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            （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第84号から議案第92号までの議案９件については、質疑を省略の上、予算決算

常任委員会に付託いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第６ 議案第９３号 令和５年度三次市一般会計補正予算（第３号）（案） 

議案第９４号 令和５年度三次市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（案） 

議案第９５号 令和５年度三次市介護保険特別会計補正予算（第１号）（案） 

議案第９６号 令和５年度三次市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

（案） 

議案第９７号 令和５年度三次市病院事業会計補正予算（第１号）（案） 

議案第９８号 令和５年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案） 

○議長（山村惠美子君） 日程第６、議案第93号令和５年度三次市一般会計補正予算（第３号）

（案）から議案第98号令和５年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案）までの議案６件を

一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 （副市長 細美 健君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 細美副市長。 

            〔副市長 細美 健君 登壇〕 

○副市長（細美 健君） ただいま御上程になりました議案第93号から議案第98号までの議案６件

について、一括して御説明申し上げます。 

 最初に、議案第93号令和５年度三次市一般会計補正予算（第３号）（案）について御説明申

し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の補正、繰越明許費、債務負担行為の補正及び地方債の補正で

あります。 

 第１条歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ10億1,199万1,000円を追加し、

補正後の総額を398億1,377万7,000円にしようとするものであります。 

 補正の主な内容について、まず歳出から御説明いたします。 

 総務費は、過年度国庫支出金等精算返納金２億155万6,000円など、合わせて２億8,766万

1,000円を追加。 

 民生費は、後期高齢者医療の療養給付費負担金1,831万5,000円など、合わせて4,276万円を

追加。 

 衛生費は、生活用水施設整備補助金430万円を追加。 

 農林水産業費は、小規模農業基盤整備事業6,012万円など、合わせて8,817万9,000円を追加。 

 土木費は、道路の維持業務委託料２億3,300万円を追加。 

 消防費は、水防対策事業7,159万6,000円など、合わせて7,309万6,000円を追加。 
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 教育費は、学校給食経費546万4,000円など、合わせて1,080万5,000円を追加。 

 災害復旧費は、現年災害公共土木復旧事業１億4,150万円を追加するなど、合わせて２億

7,219万円を追加しようとするものであります。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 地方交付税は、普通交付税3,649万9,000円を追加。 

 分担金及び負担金は、小規模農業基盤整備事業費分担金973万8,000円など、合わせて1,161

万円を追加。 

 国庫支出金は、現年災害公共土木復旧費負担金8,337万5,000円など、合わせて9,384万8,000

円を追加。 

 県支出金は、過年災害農業施設復旧費補助金5,908万4,000円など、合わせて１億7,067万

1,000円を追加。 

 財産収入は、三次ケーブルビジョン出資配当金150万円など、合わせて153万8,000円を追加。 

 寄附金は、一般寄附金2,652万7,000円など、合わせて2,832万7,000円を追加。 

 繰入金は、災害対策基金繰入金5,000万円を追加。 

 繰越金は、前年度繰越金５億2,885万6,000円を追加。 

 諸収入は、出資金返還金2,000万円を追加。 

 市債は、臨時財政対策債2,945万8,000円を減額するものの、現年災害公共土木復旧事業債

4,810万円を追加するなど、合わせて7,064万2,000円を追加しようとするものであります。 

 第２条繰越明許費につきましては、５ページ記載の第２表のとおり、現年災害公共土木復旧

事業ほか１件について追加しようとするものであります。 

 第３条債務負担行為の補正につきましては、６ページ記載の第３表のとおり、ケーブルテレ

ビ光回線終端装置調達事業ほか１件について追加し、排水ポンプ場長寿命化整備事業ほか１件

について限度額を変更しようとするものであります。 

 第４条地方債の補正につきましては、７ページ記載の第４表のとおり、農道整備事業につい

て追加し、耕地事業ほか８件について借入限度額を変更しようとするものであります。 

 次に、議案第94号令和５年度三次市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（案）につい

て御説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の補正であります。 

 第１条歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ544万5,000円を追加し、補正

後の総額を54億5,290万6,000円にしようとするものであります。 

 その内容は、産前産後期間の被保険者保険料軽減制度の開始に伴うシステム改修に要する費

用を追加しようとするものであります。 

 次に、議案第95号令和５年度三次市介護保険特別会計補正予算（第１号）（案）について御

説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の補正であります。 

 第１条歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ１億2,298万6,000円を追加し、
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補正後の総額を72億7,319万4,000円にしようとするものであります。 

 その内容は、介護給付費準備基金積立金、国庫支出金等過年度分返還金を追加しようとする

ものであります。 

 次に、議案第96号令和５年度三次市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（案）につ

いて御説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の補正であります。 

 第１条歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ1,391万7,000円を追加し、補

正後の総額を９億1,468万6,000円にしようとするものであります。 

 その内容は、広島県後期高齢者医療広域連合に対する過年度保険料等負担金精算金を追加し

ようとするものであります。 

 次に、議案第97号令和５年度三次市病院事業会計補正予算（第１号）（案）について御説明

申し上げます。 

 今回の補正は、業務の予定量、収益的収入及び支出、資本的収入及び支出及び棚卸資産購入

限度額の補正であります。 

 第２条業務の予定量につきましては、外来患者数の業務量などを変更しようとするものであ

ります。 

 第３条収益的収入及び支出につきましては、収益的収入の補正では、医業収益４億7,352万

6,000円を追加するなど、収益的収入の総額を105億9,427万3,000円にしようとするものであり

ます。 

 収益的支出の補正では、医業費用４億8,882万1,000円を追加するなど、収益的支出の総額を

104億7,726万8,000円にしようとするものであります。 

 第４条資本的収入及び支出につきましては、資本的支出の補正では、建設改良費4,158万円

を追加し、資本的支出の総額を17億5,755万5,000円にしようとするものであります。 

 第５条棚卸資産購入限度額につきましては、限度額を34億1,330万4,000円に改めようとする

ものであります。 

 最後に、議案第98号令和５年度三次市一般会計補正予算（第４号）（案）について御説明申

し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の補正であります。 

 第１条歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ２億1,454万5,000円を追加し、

補正後の総額を400億2,832万2,000円にしようとするものであります。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 総務費は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業１億7,252万8,000円を追

加。 

 農林水産業費、商工費、教育費については、株式会社君田トエンティワン解散に伴う施設維

持管理経費を追加しようとするものであります。 

 農林水産業費は、２施設345万円を追加。 
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 商工費は、３施設3,075万3,000円を追加。 

 教育費は、２施設781万4,000円を追加しようとするものであります。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 地方交付税は、普通交付税１億814万8,000円を追加。 

 使用料及び手数料は、美術館入館料10万円を追加。 

 国庫支出金は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金1,590万円を追加。 

 県支出金は、電力・ガス・物価高騰等中小企業支援緊急対策事業補助金6,039万4,000円など、

合わせて8,626万4,000円を追加。 

 繰入金は、ふるさと創生基金繰入金413万3,000円を追加しようとするものであります。 

 以上、議案６件につきまして、よろしく御審議の上、御可決いただきますようお願い申し上

げます。 

○議長（山村惠美子君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第93号から議案第98号までの議案６件については、予算

決算常任委員会において審査することとし、質疑を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

            （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第93号から議案第98号までの議案６件については、質疑を省略の上、予算決算

常任委員会に付託いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第７ 市長から決算に関する総括説明 

○議長（山村惠美子君） 日程第７、福岡市長から決算に関する総括説明を受けます。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

            〔市長 福岡誠志君 登壇〕 

○市長（福岡誠志君） 令和４年度三次市の決算について御説明を申し上げます。 

 現在、新型コロナウイルス感染症については、感染症法の位置づけが第５類となり、日常に

おいてもコロナ禍前の状況に戻りつつあります。昨年度を振り返ると、本市の１日の感染者確

認が過去最大となった第７波、その後の第８波と、大きな感染拡大もありましたけれども、市

民の皆さん、事業者の皆さんには、この間、様々な制約や感染防止対策に御理解と御協力を頂

き、改めて感謝を申し上げます。 

 また、ウクライナ情勢を契機とした原油価格や物価高騰も加わり、私たちの生活に大きな影

響を及ぼした年となりました。 

 こうした状況に対応しながらも、これまでの事業の充実に努めるとともに、各種計画で掲げ

た施策や事業を着実に進めるべく取り組んでまいりました。特に、重点的項目としていた命と

暮らしを守る危機管理対策、多様な情報発信、デジタル化の推進について申し上げます。 
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 命と暮らしを守る危機管理対策では、昭和四七年７月豪雨災害から50年の節目を迎え、パネ

ル展などの啓発活動のほか、国や県と連携した流域治水の取組をソフト・ハード面から着実に

進めてまいりました。 

 多様な情報発信では、ＳＮＳを活用した積極的な情報発信を行うとともに、ホームぺージの

全面リニューアルによる情報発信の強化を図りました。 

 デジタル化の推進では、ＩＣＴ利活用推進事業やオンライン行政サービス事業に取り組みま

した。また、マイナンバーカードの普及促進、庁内事務の自動化などの取組を進めたところで

す。 

 それでは、まず決算の概要について申し上げます。一般会計の歳入総額は414億3,481万円、

歳出総額は398億4,449万円で、歳入歳出差引残額は15億9,032万円です。 

 翌年度へ繰り越すべき財源５億2,146万円を除いた実質収支は10億6,886万円の黒字です。 

 普通会計による基金残高については、前年度に比べて５億7,441万円増の169億7,334万円と

なりました。また、同じく普通会計による市債残高は、約８億円の繰上償還を行ったこともあ

り、前年度に比べて14億225万円減の443億9,635万円となりました。 

 自治体の健全性を判断するための重要な指標である財政健全化４指標については、これまで

の積極的な繰上償還による地方債残高の減少などもあり、実質公債費比率は７％と、前年度よ

り0.3ポイント上昇したものの、将来負担比率については23％と、前年度より7.1ポイント低下

し、財政の健全性は維持しています。財政の弾力性を示す経常収支比率は98.4％となり、前年

度から4.4ポイント上昇しました。上昇の主な要因については、歳入の面では、令和３年度と

比較して、普通交付税の追加交付や臨時財政対策債が少なかったことなどによるものです。歳

出の面では、ロシアのウクライナ侵攻に端を発した原油価格の高騰の影響などに伴う電気料金

の増加や過年度に実施した事業の償還が始まったことによる公債費の増加などが主な要因であ

り、依然として厳しい財政状況は続いているというふうに認識しています。 

 次に、決算に係る事業の概要について、第２次三次市総合計画の施策項目ごとに説明を申し

上げます。 

 第１の柱は、まちづくりの主役である「ひとづくり」です。 

 子育ての分野では、ネウボラみよしにおいて、母子保健データを一元的に管理する電子カル

テの運用を開始し、切れ目ない支援と情報共有の充実を図りました。 

 そのほか、こども発達支援センターでの相談支援や放課後の子供の居場所づくりに取り組む

とともに、医療費助成や保育環境の充実など、子育てしやすい環境づくりを進めました。 

 教育の分野では、第２次教育ビジョンがスタートし、この基本理念、基本目標に基づき、各

種施策を進めました。令和４年度は、学校と地域が協働し、社会総がかりで未来を担う子ども

を育成するため、学校運営協議会制度を取り入れ、三次中学校区においてコミュニティ・スク

ールを導入いたしました。新たな学校給食調理場の整備では、建築主体工事などを着実に進め

てまいりました。出荷者の皆さんに御協力を頂き、三次産農産物を取り入れ、地産地消を推進

するなど、子供たちに安全・安心な、三次らしい給食を本日９月１日から提供してまいります。
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また、三次小学校の改築については、基本・実施設計業務に着手するとともに、ワークショッ

プを開催し、関係者の意見を可能な限り反映できるよう取組を進めました。 

 スポーツの分野の女子野球の取組では、女子野球の聖地をめざして、中四国女子硬式野球リ

ーグ「ルビー・リーグ」や、第８回女子硬式野球西日本大会、侍ジャパン女子代表選考合宿の

誘致や開催を支援するとともに、女子野球ワールドカップの誘致を実現しました。 

 文化の面では、日本で初めて御夫婦それぞれが文化勲章を受章された人形作家の奥田小由女

さんの栄誉を称える文化勲章受章記念行事の開催を通じて、子供たちを始め、多くの皆さんに

夢と希望に向かって取り組むことの大切さを感じていただく機会となりました。シンポジウム

などには著名な芸術家の方々に参画していただき、市内外から多くの来場があり、本市の芸

術・文化の発信と認知度向上につなげることができたところです。 

 国際交流においては、アメリカ合衆国アトランタ市及びアメリカス市に公式訪問団を派遣し、

アトランタ市内で開催された鐘楼堂竣工記念式典では、梵鐘が取り持つ縁で始まった国際交流

の歴史を踏まえて、私から祝意をお伝えいたしました。また、アメリカス市では市長やカータ

ー元大統領の親族の皆さんとの交流を深めました。 

 男女共同参画の分野では、性的マイノリティーの方の生きづらさや不安を軽減するとともに、

差別や偏見の解消や理解の促進のため、令和５年１月１日からパートナーシップ宣誓制度を導

入したところです。 

 第２の柱は、安全で温かみと安心感のある「くらしづくり」です。 

 保健・医療の分野では、引き続き新型コロナウイルス感染症に関する情報提供やＳＮＳの活

用などによる感染防止対策の周知・啓発を行いました。また、感染症に関する健康相談などを

実施することで、市民の感染防止意識の向上につなげることができました。その他、各種計画

に基づき、健康づくりの推進、フレイル予防、地域包括ケアシステムを確立するための体制づ

くりなどに継続的に取り組みました。市立三次中央病院では、県北地域における中核病院とし

て、高度で良質な医療の提供と救急医療体制の充実を進めつつ、病院改築に向けた建替基本構

想検討委員会を設置し、新病院基本構想を策定するなど、計画的に取組を進めました。 

 福祉の分野では、高齢者や生活に困っている人が住み慣れた地域で安心して自立した生活が

送れるよう、地域包括支援センターなどの関係機関と連携した高齢者に対する相談事業や介護

予防事業、高齢者等見守り隊による訪問相談活動などに継続して取り組みました。また、障害

者支援センターを核とし、サービス提供事業者、医療・保健・福祉・教育・就労などの関係機

関で組織するネットワーク連絡会議により、障害のある方の相談や就労支援などについて、そ

れぞれの課題解決や調整を行い、事業所間の連携強化を図るとともに、障害のある人が地域で

生き生きと自分らしく生きることのできるまちをめざした取組を進めました。 

 地域公共交通の分野では、市内公共交通の路線について、一部の路線バスや市民バスは、利

用実態に即した再編を実施しながら利便性の向上を図りました。また、ＪＲ芸備線・福塩線を

活用した各種事業を企画・実施し、利用促進を図るとともに、沿線地域の魅力を発信しました。

高速乗合バスとＪＲ芸備線の片道ずつがセットになった企画乗車券「どっちも割きっぷ」に対
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する支援も継続し、公共交通機関の利用促進を図りました。 

 防災・安全の分野では、昭和四七年７月豪雨災害から50年の節目を迎え、パネル展を開催す

るなど、災害の記憶を風化させず、防災・減災への意識を高める情報発信、啓発活動を行いま

した。また、排水ポンプ車の合同稼働訓練や大規模洪水想定訓練、受援訓練を実施し、国や県、

自主防災組織などの関係機関との連携を確認するなど、市民の安全・安心な暮らしを守るため

の取組を進めました。ハード面においては、国や県と連携し、流域治水の取組を計画的に推進

しており、昨年度は、畠敷地区において五龍川貯留施設及び恵木谷川排水路整備が完了したと

ころです。その他、排水機場設備などの更新や商用電源を利用した排水ポンプの設置など、内

水対策を計画的に進めました。引き続き、市民の命と暮らしを守る取組をハード・ソフト両面

から計画的に推進してまいります。 

 第３の柱は、豊かな市民生活と元気な地域を支える「仕事づくり」です。 

 就労促進・起業支援の分野において、女性活躍推進プラットフォーム「アシスタｌａｂ．」

では、女性のチャレンジ意欲向上を目的としたセミナーや交流に取り組み、継続した支援を行

いました。女性の起業家を応援するみよしアントレーヌには、新たに12人を認定し、これまで

の女性起業家は80人となりました。 

 農林畜産業などの分野では、第２期三次市農業振興プランに基づき、担い手の育成・強化、

農畜産物の生産力強化、販売力強化、農地などの保全に向け、各種事業を展開しました。薬用

作物等試験栽培・研究事業においては、薬品メーカーとの試験栽培契約の下、新たな生産者も

加わり、ヒロハセネガ、カノコソウの生産拡大に向けた取組を関係団体と連携し、推進しまし

た。また、スマート農業の推進については、ＩＣＴを活用した果樹園地での自動ロボット草刈

機の実証や、環境制御ハウスによるアスパラガスの収量アップに向けた取組を行うなど、生産

管理の省力化や経営の高度化を図りました。（仮称）みよしアグリパーク整備事業では、ワイ

ン専用の新たなブドウ園地の整備工事を進め、また、トレッタみよし周辺エリアにおける事業

用地の取得を進めるとともに、官民連携手法調査により県内外の民間事業者などから意見や提

案の聞き取りを行うなど、今後の事業展開に向けた取組を行いました。 

 商工業の分野においては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に加え、原油価格、物価高

騰による影響を受けた中小事業者への各種支援を行いました。また、各種事業において地域商

品券「三次藩札」を発行することで、市内での消費喚起による地域経済の下支えを図りました。

販路拡大支援事業に新たに取り組み、ひろしまブランドショップＴＡＵにおいて三次産品のＰ

Ｒ活動を行い、認知度向上と販路拡大を図りました。企業誘致を進めていた三良坂産業団地へ

の企業立地が決定し、現在は操業開始に向けた施設整備などが進められております。 

 観光の分野においても、新型コロナの影響が続く中、令和４年４月からは、一般社団法人三

次観光推進機構と５つの観光協会が一体となった新体制でスタートし、集客力の向上と稼ぐ力

の創出に取り組み、総観光客数や宿泊者数、総観光消費額において徐々に回復傾向が表れてい

るところです。 

 定住・交流の分野では、移住コーディネーターを中心に、移住前後の相談やサポート、空き
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家情報バンク制度の活用促進、移住に関する情報発信などの取組を推進し、16件の空き家情報

バンクの成約につながりました。また、三次を知っていただくための市単独セミナーの開催や、

広島県などが主催する定住フェアにも積極的に参加し、移住・定住につながるよう、三次の魅

力をアピールし、三次暮らしを知っていただく取組を展開しました。ふるさと納税については、

新たな受付窓口を設けるなどの取組により、寄附額を増やすことにつながりました。また、ふ

るさと納税制度を活用して行うクラウドファンディングにも取り組み、頂いた御寄附をカータ

ー記念球場のトイレ改修に充当するとともに、女子野球の周知を図りました。 

 第４の柱は、美しい風景を後代に伝える「環境づくり」です。 

 自然環境、循環型社会の分野では、新たに脱炭素普及啓発事業に取り組み、「省エネ・節電

で脱炭素！」をテーマとしたチラシ、ノーマイカーや森づくりによる脱炭素をテーマにしたポ

スター、「未来のために行動しよう」という動画をそれぞれ作成し、啓発に努めました。 

 生活基盤の分野では、市民の安全で快適な生活環境づくりと安心感のあるまちづくりを支え

るため、道路や橋梁の長寿命化や上下水道整備、市営住宅の改修などを計画的に進めました。

令和４年11月には、本市を含む14市町と広島県により広島県水道広域連合企業団が設立され、

令和５年４月より事業が開始されました。スケールメリットを発揮し、経営基盤の強化を図る

ことで水道サービスの持続性を確保してまいります。ＩＣＴの利活用においては、市のホーム

ページの全面リニューアルを行い、検索機能の強化や読みやすいフォントの導入を行いました。

また、子育て情報やふるさと納税など、興味関心が高い項目は特設サイトを設置するなど、利

用者にとって見やすい、分かりやすいホームぺージとなるよう努めました。また、デジタルを

活用して市民の暮らしを便利で豊かにするために、高齢者向けスマートフォン教室を引き続き

開催するとともに、ＬＩＮＥで住民票などの交付申請を行い、郵送受取や時間外窓口受取がで

きるサービスを開始しました。加えて、令和３年度から準備を進めていた安芸高田市との基幹

業務システム共同利用化については、計画どおり令和５年１月から運用を開始し、これにより

基幹業務システム運用経費の１割削減が期待されます。また、休日臨時窓口や出張申請サポー

ト、三次藩札の配布事業などにより、マイナンバーカードの普及促進に取り組み、交付枚数率

も大きく伸びたところです。 

 第５の柱は、参加、行動、対話によるつながる「しくみづくり」です。 

 つながるしくみの分野では、地域人材育成・派遣事業のフォローアップ事業として、地域の

未来づくりアドバイス事業に継続して取り組んでいます。この事業をきっかけに、少しずつ各

地区の課題解決に向け、新たな団体ができた地区や事業を開始されるなどの動きが見られ始め

ました。今後も引き続き、各地区の地域活性化の取組に対し、検証及びアドバイスを行ってま

いります。また、各住民自治組織との意見交換を重ね、交付金における人件費や活動内容の見

える化など、令和５年度からの交付金の算定に係る見直し作業に取り組みました。 

 シティプロモーション事業においては、ブランドメッセージ「みよし 人よし 元気よし」

のロゴマークを、デザインの全国公募、市民投票の実施など、市民の共感と参加型の取組に重

点を置いたプロモーションを展開し、決定しました。併せて、市の景観や人物を取り上げた動
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画制作や、ロゴマークを取り入れたグッズ制作など、プロモーション活動に必要なツール作成

も行いました。さらに、２人目の観光大使として、アメリカ出身で幼少期を作木町で過ごした

シンガー・ソングライターのコナン・グレイ氏を任命するなど、市の認知度向上に取り組みま

した。こうした取組を通じて、市民の三次市への思いを高め、本市の魅力を市内外に効果的に

訴求し、市民が三次市に暮らしてよかったと感じられるプロモーションを進めてまいります。 

 行財政改革の分野では、投資的経費の選択と重点化や経常経費の節減、市税収入などの確保、

公共施設マネジメントの推進などにより、健全で安定的な財政運営に取り組んでいます。また、

企業版ふるさと納税の取組では、本市の持続可能なまちづくりの推進に対し、10社から御寄附

を頂いたところです。引き続き、私自身がトップセールスで動き、本市の取組を応援していた

だける企業様へのアプローチを積極的に行ってまいります。 

 最後に、新しい総合計画の策定に向け、現総合計画に基づく各種事業の実施状況や成果につ

いての庁内検証作業や、市民、中高生アンケート、様々な分野に携わる方や公募委員によるま

ちづくりワークショップなど、策定に向け着実に取り組みました。 

 以上で総括説明といたします。何とぞ御審議の上、御認定いただきますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（山村惠美子君） それでは、質疑について、議員へお伝えします。 

 質疑は、決算の総括説明に沿った市政の検証、政策的な今後の課題や展望などとします。各

部局の審査で対応可能な質疑は避けていただきますようお願いいたします。 

 それでは、質疑を行います。挙手をお願いいたします。 

 （20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 竹原議員。 

○２０番（竹原孝剛君） 総括説明について、３点について、お尋ねやら今後の方向についてお伺

いしたいと思います。 

 まず１点目は、まちづくりの主役はひとづくりのところで、医療費助成や保育環境の充実な

ど、子供を子育てしやすい環境づくりに努めましたということであります。確かに、医療費、

保育現場などの環境の整備を進められましたが、医療費については、三次市議会も行きました

が、紀の川市では24歳まで医療費の助成と、大学生、専門学校も含めて、医療費の拡充という

のをやられています。三次市とすれば、こうした医療費助成について、今までの実績と今後の

方向についてお尋ねをしたいと思います。 

 それから、保育環境の整備・充実でありますが、国が今、４歳から５歳の配置基準を25人ご

とに１人と改めるということにしておりますが、現場の状況も見ながらでありますが、こうし

た配置基準の改正に伴い、保育環境の整備をどういうふうに考えられとるのかお尋ねをしたい

と。 

 それから、２番目は、男女共同参画であります。次のところでありますが、特にパートナー

シップ宣誓制度を導入して取り組んでいただいておるところでありますが、さらにもう一歩踏

み込んで地方自治体としてやらなければならないことというふうに提起をされておりますが、
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全国でも県の知事が多様性の理解促進と誰もが安心して暮らせる社会づくりということで緊急

共同声明を出されました。そこで、これに沿って、では、三次市とすれば、せっかくここまで

やったんだから、次のＬＧＢＴ理解増進法も成立しましたので、今後、教育現場や自治体の窓

口などでどういうふうに制度拡充を考えておられるのか、お尋ねをしたいと思います。 

 それから、３番目は、次の６ページにあります地域公共交通でありますが、特にＪＲ芸備線、

福塩線の在り方、庄原と岡山までですかね、のほうは再構築協議会が10月に発足するのかもし

れませんが、三次市とすれば、この改正地域公共交通活性化法を利用して、今後、どういうふ

うに芸備線、福塩線の在り方について方向性をやられるのか。確かに「どっちも割切符」など、

利用促進などをやられて、これは実績が上がっているのでいいと思いますが、さらに踏み込ん

で、市民の利便性の向上も必要だろうというふうに思いますので、どういうふうに考えられる

か。 

 最後に、防災というか危機管理の問題でありますが、市民の皆さんからもいろいろ意見を頂

いていますが、危険地域の全体のハザードマップができてないんじゃないかということであり

ます。いろいろ配水池なども実績を行っていますが、さらにまたこれも踏み込んで、次に拡充

を、提案とすれば、危機管理と、防災局というのが今度はできて、防災のほうへ主流を置いて

いるという状況もありますので、三次市とすれば、そうした防災局を置いて、危険地域のハザ

ードマップをつくっていくということも必要ではないかというふうに思いますが、今後の方向

についてお尋ねをしたいと思います。４点。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

○市長（福岡誠志君） 答えられるところから順次お答えをさせていただきたいというふうに思い

ますけれども、まず医療費の助成については、三次市は、合併以降、18歳までの医療費を無償

化したり、あるいは保育料の負担軽減の事業であるとか、子供24時間365日の救急医療の事業

であるとか、そういった子育て支援についての事業をずっと継続して今日まで行ってまいりま

した。その結果、どうなったかと申しますと、確かにサービス水準は上がり、本当に市民の皆

さんへの福祉の向上にはつながっているというふうに思いますけれども、子育ての出生数につ

いては、残念ながら年々減少しているといったような実態もあるところであります。今の状況

を見ると、各自治体の子育て支援サービスの過当競争によって自主財源を圧迫しているといっ

たような状況が見られているところでありまして、やはり一定程度の子育てサービスについて

は、子育てを所管する国の庁もこの４月に設置されましたし、ある一定程度は国のリーダーシ

ップの下で支援策を進められていくべきであるというふうに感じております。 

 先ほど24歳まで拡充をしたまちもあるということでありますけれども、こういったことにつ

いても、こういったことも踏まえて、今後、国についても要望する中で、やはりどこに住んで

いてもある一定程度の子育て水準、子育てサービスが享受できるような状況にするべきである

ということを市長会等を通じて引き続き要望し、そして、子育てしやすいような環境につなげ

ていきたいというふうに考えています。 



 

－31－ 

 ２つ目は、保育士の配置基準でありますけれども、保育所については、配置基準にプラス、

三次市では加配の保育士を設置することによって、子育て支援サービス、あるいは保育の充実

に努めているところであります。今後においても、この保育士の確保というのは非常に難しい

状況になってはおりますけれども、保育士確保に向けた取組も今年度からスタートしておりま

すけれども、そういったことも踏まえて、できる限り保育士を確保し、保育サービス充実に努

めてまいりたいというふうに考えております。 

 ２つ目に、パートナーシップ宣誓、より踏み込んだ施策をということでありますけれども、

これまで、先ほども決算の総括で述べさせていただきましたけれども、女性の社会進出、「ア

シスタｌａｂ．」の利用が非常に増えてきている、あるいは、アントレーヌみよしの認定につ

いても、令和４年度については12人増加しているということも踏まえて、そういった女性もど

んどんと三次市の中で仕事を持ったり、自分の時間の空いているところで仕事をしたりだとか、

そういったような環境に改善しつつあります。そういった、男性も女性も高齢者も子供たちも

社会で活躍できるような地域社会にしていくために、様々な施策を今後も講じていかなければ

ならないというふうに思いますけれども、その取組の多様性の一環として、女子野球の取組と

いうのは非常に大きな啓発効果があるというふうにも考えております。そういった女子野球だ

けではなくて、そのほかのスポーツ競技や文化や、あるいはいろんな面で、多様性がしっかり

と導入をされ、そして、いろんな人々が活躍できるまちをめざした取組を今後も進めていきた

いというふうに考えております。 

 そして、３つ目に、地域公共交通についての質疑でありましたけれども、再構築協議会とい

うのがこの10月から芸備線の一部の区間によっていよいよ進んでいくというところであります

けれども、この芸備線、福塩線の価値については、やっぱり広く市民の皆さんや利用者の皆さ

んに共有をすることで引き続き利用促進策を行っていくということが大事だろうというふうに

考えております。特に重要だというふうに考えているのは、利用者の皆さんにとっては利便性

の向上やダイヤの改正といったことは望まれるわけでありますけれども、利用しない皆さんが

どうやってこの地域公共交通を支えるか、そういった仕組みをどうやってつくるかといったよ

うなことが今後の地域公共交通をしっかりと支える意味では重要なところではないかというふ

うに認識させていただいております。令和４年度、５年度で広島県の地域公共交通計画も立て

られているというふうなところでございまして、ここに私も委員として参加をさせていただい

ておりますので、こういった機会を通じて、どうやったら持続可能な地域公共交通につながっ

ていくのか、そういったこともしっかりと今回の議会の議論や意見を踏まえて反映をさせてい

ただく中で、充実に努めてまいりたいというふうに考えております。 

 そして、４つ目、防災危機管理、あるいは危険地域のハザードマップであります。このハザ

ードマップの重要性については、特に平成30年７月、西日本豪雨災害におきまして、岡山県真

備町において、ハザードマップと同様の被害が発生しているようなところであります。したが

って、このハザードマップというのは非常に現実味を帯びたものでありまして、やはり、こう

いうハザードマップを一人でも多くの市民の皆さんに周知をし、そして認識をしていただく。
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そしてそれぞれのお住まいの地域の皆さんがどこに避難をすれば自分の命が守れるのかといっ

たようなことを日常的に取り組むような仕組みづくりというのも必要でありますし、この防災

力というのは一気に向上することではないので、やはり地道に市民の皆さんに啓発をする、あ

るいは自治連合会との連携によってそういった防災力をつけていく、そんな取組を継続的につ

なげていくことが防災力、減災につながるものであるというふうに考えておりますので、そう

いった部分については引き続き強化をしながら、そして市民の皆さんとともに防災力向上に努

めていきたいというふうに考えております。 

 （20番 竹原孝剛君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 竹原議員。 

○２０番（竹原孝剛君） 総体的には理解をしましたが、医療費の助成、確かに、昨日もたまたま

ある県内の市から来られた方が、「三次市はいいですよ」と言って褒めていただきました。さ

らにそれも進めていただきたいなと、子育て支援について進めてほしいと思っています。 

 それから、保育士の問題ですが、なかなか少ないということで、休憩時間も取れないよと。

トイレも行く時間もない、休暇も取れないというような状況がありますから、十分これは把握

されて、そうした労働環境の整備を引き続き取っていただきたいし、初任給の条件を変更でき

るのは条例でできますから、その辺りも含めて取り組んでいただきたいなと思います。 

 それから、男女共同参画、ジェンダーギャップ指数、156か国中125位という、この現実をや

はりしっかりと我々もつかんで、そうした市民的権利として、ジェンダーギャップ、ジェンダ

ー平等に取り組まなくてはならないと思いますので、そこをしっかりと、三次市とすれば本当

に具体的な取組が必要だろうというふうに思います。 

 ＪＲについては、先ほど言われましたように、利用しない人にどう福塩線、芸備線の駅に行

ってもらうかという取組は、これは提言をしてありますし、各市で提言をすると思います。で

すから、そういう取組はさらに進めてほしいなというふうに思います。 

 以上。これは意見として。もしあれば、コメントしてください。 

○議長（山村惠美子君） 総体的にはお答えいただいておりますので。 

 それでは、ほかにございますでしょうか。 

 （12番 藤岡一弘君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 藤岡議員。 

○１２番（藤岡一弘君） では、総括説明の中で１点質問をさせていただきます。 

 私からは、新型コロナウイルス感染症についてお聞きしたいと思います。 

 この新型コロナウイルス感染症に対する市長のこの令和４年度の対応の検証と、そして、今

後の政策的な展望についてお聞きしたいと思います。冒頭、そして途中、新型コロナウイルス

感染症に対して説明を頂きました。ゴールデンウイーク明けの第７波、そして、夏、第８波と、

三次市内におきましても、１日の感染者数の確認が過去最大となったと。そういった状況の中

で、コロナウイルスも少しずつ落ち着いていき、今年、令和５年の５月８日には第５類に移行

しました。また、そういったことも伴って、三次市におきましては、対策としては、三次市対
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策本部のほうも、県の対策本部が廃止になったことに伴って、三次市におきましても対策本部

というのは廃止になったという状況でございます。 

 これまで、新型コロナウイルス対策に対して、国や県の動向を見ながら市も対策をされてき

たかと思いますが、改めてこの令和４年度新型コロナウイルス感染症に対する市としての対応

はどのようなものだったのか、どのように評価をされているのか、そして、アフターウイズコ

ロナ、経済活動の復活とともに、今後の展望をどのように考えられていらっしゃるのかについ

て質問させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

○市長（福岡誠志君） 新型コロナウイルスへの対応についてでありますけれども、このコロナに

よって社会経済活動が停滞し、そして、大きな地域活動や経済活動に影響があったというのが

この３年余りの状況ではなかったかというふうに思います。その中で、令和４年度については、

令和３年度に比べて随分とコロナも行動変容や日常生活の変容などによって、市民の皆さんや

国民の皆さんは対応されましたけれども、やはり事業者や市民の皆さんへ影響が引き続きあっ

た年が令和４年度ではなかったかというふうに思います。そういった意味では、商工会議所や

広域商工会と連携した事業者支援、あるいは、市民の皆さんへは、低所得者に対しての給付金

など、そういった支援を行う中で、一定程度の成果が見られているというふうに感じておりま

す。 

 しかしながら、今後においても、このコロナによる影響というのはこれから事業者の中では

出てくるような状況もありますし、そういったところも注視をしながら、今後のコロナ対策等

も見極めていきたいというふうに考えています。 

 特に令和５年度については、いつも申し上げているんですけれども、コロナ禍からの再始動

ということを掲げていろんな事業を展開しているところでありますけれども、やはりコロナ前

のまず地域経済状況を取り戻そうよというふうなことで、今年度事業を展開しておるところで

あります。そういった、まず地域経済活動を通常の状況に戻すというところを踏まえて、今年

度についても様々な事業を展開していっているといったようなところであります。 

 今後においては、コロナを踏まえて、コロナによっていろんな混乱が医療機関や福祉施設な

どでもありました。やっぱりそういった危機管理対応については、我々地方自治体としても十

分に様々な経験をさせていただきましたし、それらの経験を踏まえて、今後、医療と行政の連

携であるとか、あるいは保健所と行政の連携であるとか、あるいは医療と福祉の連携、そうい

ったところもしっかりと充実をしながら、こういったコロナを踏まえた新興感染症への対応な

ども行っていきたいというふうに考えているところであります。この令和４年度のコロナ関連

予算につきましては、繰越分を含めまして22億5,500万円余りといったような事業も執行をし

ているようなところであります。 

○議長（山村惠美子君） そのほか、ございますか。 

 （13番 横光春市君、挙手して発言を求める） 
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○議長（山村惠美子君） 横光議員。 

○１３番（横光春市君） 私は、施政方針の中で提言されたというか言われたことの中でやっぱり

分かりにくい面がございましたので、その中で、４年度にどのような事業をされて、どういう

成果があったという視点でお尋ねをしていきたいというふうに思っておるわけでございます。 

 ４年度の施政方針の重点方針の中で、ＩＣＴ、情報通信技術の活用で暮らしを豊かにの中で、

市民の皆さんの身近な暮らしをより便利な暮らしに、みんなに優しいデジタルをめざしたＤＸ

のさらなる推進を図るとされておりますが、令和４年度において実際にどうなったのかという

のは個々あったというふうに思うわけでございますが、はっきりよく分からないんでございま

すが、どのような取組をされて、どのように便利になったのかと、どういう成果があったんだ

というふうにお考えなのか。また、市民の反応はどうであったかというのが１点目でございま

す。 

 ２点目として、三次の元気づくりでは、雇用労働環境の向上を図るため、多様な人材確保促

進事業に取り組み、人材確保に向けた調査や仕組みづくりなどを行う。また、市内業者の販路

拡大支援として、事業者販路拡大支援事業により、三次産品の市外、県外へのＰＲを強化する

と述べられておりますが、この令和４年度において、多様な人材確保促進事業というのはどう

であったのか、事業者の販路拡大支援事業の成果をどのように捉えておられるのか、どのよう

な成果があったのか、お伺いをしたいというふうに思います。 

 ３点目として、「しくみづくり」の中では、本市の様々な資源を組み合わせ、多彩に情報発

信をし、市民の皆さんがまちに誇りと魅力を感じ、三次に暮らしてよかった、もっとよくして

いきたいという思いを込めた笑顔を広げるシティプロモーションを展開していくとされており

ます。決算総括説明の中では、ブランドメッセージのロゴマークの決定と、ロゴマークを入れ

たグッズを製作したと。また、２人目の観光大使としてコナン・グレイ氏を任命したと述べら

れています。これは、ロゴマークの決定をしたり物事を作っていくのは、これは実績でござい

ますが、その成果、このことによってどういう効果があったのかと。また、コナン・グレイ氏

を任命されて、そこの中でどういう観光大使としての役割を果たされたのかということであり

ます。 

 広島の知事が、ＹＯＲＩさんのＬＩＮＥのところを私が見せてあげたら、その人は三次のＬ

ＩＮＥを取りたいよというのがございましたが、そういうふうに、市外の人が三次の観光大使

の人の活動というのを知ったりというのはあろうと思うんですが、もう一つは、そういう三次

市が観光大使の人にお願いしてこれをやってもらうというのもあるんですが、いろんな番組の

中で、三次、三次、三次と言ってもらえるような、ＹＯＲＩさんにしてもグレイさんにしても、

活動はどうであったんだろうかと、そこのところがあればお聞かせいただければというふうに

思うわけでございますが、お願いいたします。 

 （市長 福岡誠志君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 福岡市長。 

○市長（福岡誠志君） ３点にわたって御質問いただきましたけれども、順次お答えをさせていた
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だきたいというふうに思います。 

 まず１つ目で、デジタル化によって暮らしがどうなったか、どういうふうな利便性があった

かという、具体的に示してほしいということでありますけれども、令和４年度の成果といたし

まして、３つの視点で説明をさせてもらいたいと思いますけれども、まず１つ目にデジタル基

盤の整備、２つ目にデジタル化の実装、そして３つ目に行政の効率化、この３点についてそれ

ぞれ説明をさせてください。 

 まず、デジタル基盤の整備につきましては、昨年度に続きまして、マイナンバーカードの普

及促進であるとか、高齢者向けのスマートフォン教室を実施して、市民の皆さんのデジタルリ

テラシー向上に努めたところです。今後のデジタル社会の基盤となるマイナンバーカードの普

及促進については、これまで、国のマイナポイント事業に加え、本市独自の三次藩札支給事業

や休日・夜間窓口の開催や、あるいは巡回申請や出張申請の取組によって、令和５年度につい

ては交付率というのを大きく伸ばすことができています。 

 令和３年度から開始をさせていただいております高齢者スマートフォン教室におきましても、

非常に好評いただいておりまして、多くの人が参加をしていただき、本当にその状況も私も視

察をさせていただきましたけれども、皆さん本当に楽しそうに笑顔でスマートフォンを操られ

ている姿というのが印象的でありました。そういった、分からないことを相談したいといった

市民の皆様の声も引き続きあったりしますので、スマホ相談会なども進めながら、この取組に

ついても継続していきたいというふうに思いますし、このスマホ相談会についても非常に好評

を頂いているところであります。 

 また、市内事業者向けの取組を紹介させていただくと、三次官民共創ＤＸコンソーシアムと

いうのを立ち上げておりますけれども、このデジタル化の活用に向けた意見交換会やハンズオ

ンセミナーなどを開催することによって、事業者と行政の連携というのを踏み出すことができ

た年ではなかったかというふうに思います。 

 ２つ目でありますけれども、デジタル化の実装についてであります。令和４年度については、

先ほども申し上げさせていただきましたけれども、ホームページの全面リニューアルによって、

ユニバーサルデザインフォントの採用であるとか、あるいは特設サイトの設置などによって、

見やすく分かりやすいホームページとしたところです。そうすることによって、多くの人がホ

ームページをこれまで以上に見ていただきやすい環境になったといったようなことは成果とし

て言えることではないかというふうに思います。 

 市民サービスの面では、ＬＩＮＥで住民票などの交付申請を行い、郵送や時間外窓口で受け

取れるサービスの開始であるとか、あるいは子育てや介護分野でのオンライン手続など、可能

な事務を増やすなどの取組や、観光チャットボットサービスの導入なども行うことによって、

外国人の皆さんが三次へ来られたときに言葉に困らないように、チャットボットサービスを活

用して言語の壁をクリアするといったような取組も行っているところであります。 

 ３つ目の行政の効率化については、今、庁内でＲＰＡといった取組をしながら活用しており

ますけれども、こういったことを含めて、クラウドサービスを活用したペーパーレスの促進で
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あるとか、コロナ禍によって社会的に広まったリモート会議サービスの活用などを継続的に取

り組んでいまして、コロナ禍だからリモートをやっていたのではなくて、コロナでやっていた

ような便利なことを継続して行うことによって行政の効率化につなげているところであります。 

 また、窓口業務を担っている基幹業務システムを自治体クラウドへの移行準備を進めていま

したけれども、先ほども言いましたように、安芸高田市と共同運行することによってコストの

削減にもつなげているところでありまして、こういったことを取り組むことで、庁内も市民も、

あるいはいろんな皆さんも便利になったなというふうに実感してもらえるような取組を継続的

に進めていきたいというふうに考えております。 

 ２つ目でありますけれども、多様な人材確保の促進事業というところであります。この三次

市の課題でもありますし、全国的な課題でもあるんですけれども、やはり労働力の不足、これ

をどうやって補うかといったようなことが大きな課題となっておりますけれども、この人材確

保事業につきましては、例えば外国人の受入れといったようなことであるとか、そういった課

題などについて、三次市雇用労働対策協議会というのを立ち上げておりますけれども、この協

議会の中で、外国人材を受け入れている企業さんとの意見交換であるとか、事業種別ごとの課

題や出身国における特性などを意見交換し、今後の施策の参考にさせていただくといったよう

なところであります。 

 また、令和４年度については、コロナ禍であったため１度しか開催をできませんでしたけれ

ども、引き続きこういった情報交換を行うとともに、労働力不足の解消に向けた取組につなげ

ていきたいというふうに思っています。そして、これまで雇用労働対策協議会で企業版のガイ

ドブックを配布して、多くの皆さんに周知をしておりましたけれども、残念ながら、これまで

は冊子での配布でありました。それを令和４年度においてはデジタル化することによって、多

くの皆さんに触れていただく機会ということにつながったところであります。結果、メディア

などでも取り上げていただきまして、市内外からの問合せも増加をしているといったような状

況になっております。 

 そして、アンテナショップＴＡＵを利用した事業者販路拡大支援事業でありますけれども、

この事業については、広島ブランドショップＴＡＵにおいて、三次マルシェｉｎ東京などで開

催をいたしたところでありまして、三次産の食材であるとかワインであるとかお酒などを利用

したメニューを提供したほか、店頭対面販売などを行いながら、都市圏において、三次市及び

三次産品の知名度アップを行ったものでありまして、このときは日本航空と提携を図りまして、

新鮮な野菜を空輸便で当日中に販売を行ったことや、観光アンバサダーのＹＯＲＩさんの告知

によって、たくさんの皆さんにイベントの周知も行っていただいたり、あるいは話題性もあっ

たところであります。その結果、多くの方がアンテナショップＴＡＵにも訪れられて、三次産

の商品を多く知っていただく機会となったところです。 

 また、ＴＡＵの３階にイタリアンレストランがありますけれども、ここでワインビーフを高

く評価いただきまして、通常メニューでの採用に向け、事業者とのマッチングにつながったり、

あるいは都内の飲食店関係者からＴＯＭＯＥをワインメニューに採用したいというようなこと
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があったり、問屋を紹介したり、イベント以降も継続して販売することにつながったといった

ような、きっかけづくりにもつながったところであります。 

 そして、３つ目にシティプロモーションについてのお尋ねがありましたけれども、このシテ

ィプロモーションにおきましては、市民の共感であるとか参加型の取組に重点を置いたシティ

プロモーションを展開したところです。先ほどブランドメッセージのことについても触れてい

ただきましたけれども、このブランドメッセージを踏まえ、やはり郷土の誇りの醸成であると

か、三次市の魅力を再度確認していただくといったようなことにつながったというふうに思い

ますし、そういったグッズなどの制作も行いながら、次年度以降のプロモーション活動にもつ

ながる取組になったというふうに考えております。 

 そして、動画についても発信をしたところでありますけれども、ホームページにおいてシテ

ィプロモーション特設サイトというのがあります。ここで三次の魅力を発信するために、10名

程度の三次で活躍している皆さんからいろんな動画メッセージを頂く中で、三次の魅力の発信

を行ったところでありますけれども、多数のコメントを頂いています。三次に行ってみたいな

といったようなコメントも頂くといったようなところが成果につながっているのではないかと

いうふうに思っております。 

 そして、観光大使であるコナン・グレイさんの効果でありますけれども、具体的な効果とい

うのは、今言えることは、コナン・グレイさんが就任をされたことで、海外の方がそれぞれの

自治体の観光大使に任命をされるというのは全国的にも非常に珍しい取組であるということが、

音楽雑誌であるとか、あるいはいろんな地方自治体の雑誌であるとか、いろんな専門雑誌にも

取り上げていただいたり、メディアにも当然取り上げていただくことで、大きな三次の発信と

いうものにつながったところであります。今後については、横光議員御指摘のとおり、例えば

番組とか、あるいはコンサートとか、いろんなところで三次につながるように、これからしっ

かりと観光大使の皆さんとしっかりコミュニケーションを取る中で、さらなる成果として表れ

るようにこれからも取り組んでいきたいというふうに考えているところであります。 

 （13番 横光春市君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 横光議員。 

○１３番（横光春市君） 大体分かりましたけども、デジタル化等々については、年を重ねるとな

かなか理解できないという面も多くあるわけでございますが、これを通して、１つのイベント

を通して、デジタルを市民の皆さん方に、こういうふうに活用しておるんですよと、そういう

ことも企画していただければなというふうな思いを持っているわけでございます。 

 また、三次の産品を促進・販売ということも、東京のほうでやるというのもよく分かりまし

たし、でも、それがこの三次においてどのようになって、成果があるんだろうかどうだろうと

分かりにくいと思いますので、そこらの活動というものも三次の市内で発信をしていくと。そ

のことによって自信を持って売れるんだなということになろうというふうに思いますので、そ

こらも併せて御検討いただければなというふうに思っております。 

 また、シティプロモーション、非常に難しいというふうに思います。いろんな産品、いろん
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なもの、グッズを作るというのは分かるわけですが、それがどのような効果があるのか、作る

ことに意味があるんでなくして、そのことによってどういう成果があるかということも検討い

ただいて、今後制作いただければというふうに思っております。答弁はよろしいです。 

○議長（山村惠美子君） ここで一旦休憩に入りたいと思いますが、質疑のある方、挙手をお願い

できますか。ございませんね。 

 それでは、ここで一旦休憩に入ります。再開は13時20分といたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――休憩 午後 ０時１９分―― 

            ――再開 午後 １時２０分―― 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（山村惠美子君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 休憩前の質疑は終了しておりますので、ここで監査委員であります竹原議員には一旦退席を

お願いいたします。 

            〔20番 竹原孝剛君 退席〕 

○議長（山村惠美子君） それでは、升本代表監査委員、竹原監査委員に入場していただきます。 

            〔代表監査委員 升本美知子君・監査委員 竹原孝剛君 着席〕 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第８ 監査委員から決算審査総体説明 

○議長（山村惠美子君） 日程第８、升本代表監査委員から決算審査総体説明を受けます。 

 （代表監査委員 升本美知子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 升本代表監査委員。 

            〔代表監査委員 升本美知子君 登壇〕 

○代表監査委員（升本美知子君） 三次市代表監査委員の升本美知子でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 議員の皆様方におかれましては、市政発展のため、市民を代表していただき、日々御尽力い

ただいておりますことに、この場をお借りして、敬意と感謝の意を表するものでございます。 

 さて、令和４年度の決算等の審査をいたしまして、その執行状況等について竹原孝剛委員と

合議いたしましたので、監査委員を代表して意見を述べさせていただきます。 

 まず、審査の概要についてでございます。 

 審査の対象は、令和４年度三次市一般会計・特別会計の歳入歳出決算及び財産に関する調書、

基金運用状況調書、令和４年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率報告書、令和４

年度三次市公営企業会計決算であります。 

 審査の期間は、令和５年７月31日から８月26日まででございますが、健全化判断比率及び資

金不足比率報告書の審査につきましては、令和５年８月10日から８月16日まででございます。 

 審査の方法につきまして、関係法令に準拠して調製されているか、また、計数が関係諸帳簿

と符合しているかを確認し、必要に応じて関係職員の説明を求め、審査をいたしました。 
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 健全化判断比率及び資金不足比率報告書の審査につきましては、健全化判断比率及び算定の

基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかを確認いたしました。 

 また、現金預金残高並びに証書類等の確認につきましては、定期監査、例月出納検査の結果

を踏まえて審査をいたしました。 

 審査の結果につきまして、各会計の歳入歳出決算書及び附属書類等はいずれも関係法令に準

拠して作成されており、これらの計数は、関係諸帳簿及び証書類と符合し、正確であると認め

ました。 

 各会計の数値及び計数等の報告につきましては、お手元の意見書のとおりでございます。 

 それでは、総体的な意見を述べさせていただきます。 

 先ほどの市長様からの御説明と重複するところもございますが、まず、三次市の財政健全化

を判断する指標についてでございます。財政力指数は0.334、経常収支比率は98.4％、実質公

債費比率は7.0％、将来負担比率は23.0％となっております。これらは、いずれも基準値を超

えるものではなく、将来負担比率は、市債の繰上償還等もあり改善されております。一方、経

常収支比率は前年度と比べて4.4ポイント上昇しているため、引き続き注視していく必要があ

ると考えております。 

 続きまして、一般会計・特別会計及び基金運用状況の決算審査について述べさせていただき

ます。 

 まず、歳入についてでございます。一般会計の歳入総額は414億3,480万7,390円で、前年度

に比べ1.2％減少しております。歳出につきましては、398億4,448万8,461円で、前年度に比べ

1.0％減少し、歳入歳出とも前年度を下回る決算となっております。特別会計につきましては、

歳入総額130億8,696万9,209円、歳出総額129億1,429万1,076円となっております。一般会計、

特別会計を合わせた収入未済額につきましては、前年度に比べ約660万円減少しており、これ

は、主に貸付金元利収入の不納欠損によるものと考えております。また、不用額につきまして

は、一般会計、特別会計合わせて、前年度に比べ約10億2,200万円増加しており、令和４年度

においても、新型コロナウイルス感染症の影響による事業の中止や縮小、入札残などが主な要

因であると考えております。一般会計、特別会計ともに、引き続き財源確保に努められ、不用

額につきましては、執行見込額を的確に把握し、効率的・効果的な予算執行に努めていただき

たいと思います。 

 次に、市債についてでございます。一般会計、特別会計を合わせた当年度末現在高は前年度

末に比べ約15億5,300万円減少しております。これは、繰上償還を実施されたことによるもの

で、引き続き計画的な管理を行い、将来負担の軽減に努められますよう望むものでございます。 

 基金につきましては、前年度末に比べ約６億1,600万円増加しております。基金は、あらゆ

る事業を推進する上で重要な役割を担うものであります。今後も計画的な活用と効率的に運用

により、適正な管理に努めていただきたいと思います。令和４年度も、令和３年度に続き、豪

雨災害からの復旧・復興に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチ

ン接種のほか、生活支援、事業者支援など、あらゆる施策を推進されましたが、引き続き健全
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な財政運営に取り組まれますよう願うものでございます。 

 続きまして、公営企業会計の決算審査について述べさせていただきます。 

 まず、病院事業会計についてでございます。 

 当年度の患者数の動向につきましては、入院患者数は年間延べ７万8,749人で、前年度に比

べ減少し、外来患者数は年間延べ15万9,156人で、前年度に比べ増加しております。決算の状

況につきましては、総収益は前年度に比べ約1,800万円増加し、99億8,481万6,349円となって

おります。総費用につきましては、前年度に比べ約６億5,000万円増加し、98億1,514万7,132

円となっております。当年度は新型コロナウイルス感染症関連補助金の減少や時間外勤務手当

などの遡及支給の影響を受けた決算でありますが、１億6,966万9,217円の純利益となっており

ます。 

 施設においては、病院施設の建て替えに向けて市立三次中央病院建替基本構想検討委員会を

設置され、市民、有識者の意見を取り入れながら、市民病院建設基本構想を策定されたところ

でございます。市立三次中央病院は、地域中核病院として本市の安全・安心の要であり、住民

の病院に寄せる期待は大きいと思います。今後も新病院の役割、機能などをしっかり検討し、

計画的に新病院建設に取り組まれますよう望むものでございます。また、中山間地域にあって

も住民が安心して住める医療を提供し、併せて健全で安定した経営の両立ができるよう期待す

るものでございます。 

 続いて、水道事業会計についてでございます。 

 当年度の決算状況につきましては、総収益17億1,287万2,267円、総費用17億3,385万9,395円

で、2,098万7,128円の純損失となっております。当年度、純損失が生じている主な理由は、電

気料金の高騰や、水道料金の改定が激変緩和措置により２段階となったことによるものでござ

います。 

 水需要の状況ですが、ここ数年は、給水戸数は増加しておりますが、給水人口は減少すると

いった状況が続いております。また、依然として給水に係る費用を給水収益で賄えない状況で

あり、厳しい経営状況であると考えております。 

 三次市におかれましては、令和５年４月から、広島県水道広域連合企業団として水道事業を

開始されたところでございます。スケールメリットを拡大するためには、全ての市町の参画が

必要であります。今後も引き続き、参加していない市町への働きかけを継続していただきたい

と考えております。 

 一方、水道料金につきましては、旧三次市と旧町村で異なっている料金体系の統一などを目

的に、旧三次市を対象に１回目の料金改定を実施され、水道事業収益の増加につながったとこ

ろでございます。 

 今後の事業運営につきましては、広島県水道広域連合企業団への参画により、将来的には一

般会計の基準外繰入に依存しない健全な経営基盤を確立され、将来にわたって安全で安心な水

を安定的に供給されることを望むものであります。 

 最後に、下水道事業会計についてでございます。 
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 当年度は、総収益20億8,464万8,038円、総費用20億8,429万3,748円で、35万4,290円の純利

益となっております。人口減少や節水機器の普及など、水道使用量は減少しており、下水道に

ついては収益の増加は見込めない状況であります。維持費や更新費用が増加する中、汚水処理

原価は依然として使用料単価を上回っており、厳しい経営状況であると認識いたしております。

現在は一般会計からの繰入に頼るところが大きく、この繰入金により収支の均衡を保っている

状況でございます。しかしながら、公営企業会計は独立採算が原則でありますので、安定した

経営基盤を確立するために、下水道使用料の適正化や処理施設の統廃合などによる経営の効率

化が重要な課題であります。 

 また、使用料の適正化を図るために、毎年度経営状況を的確に把握しながら、３年から５年

度程度の間隔では使用料の見直しなどについて検討が必要と考えております。 

 現在、下水道使用料の適正化について検討を続けられ、第２期ストックマネジメント計画の

策定に向けても取り組まれています。 

 下水道は、水道同様、私たちの生活に欠かすことのできないライフラインでございます。近

年、全国的に大規模災害が頻発しておりますが、将来にわたって住民の生活環境を維持・向上

するために、災害に強い施設を整備され、中長期的な視点に立って、より一層の業務改善に取

り組まれることを望むものでございます。 

 終わりになりましたが、５月から新型コロナウイルス感染症が季節性インフルエンザと同じ

５類感染症に位置づけられ、市民生活が大きな転換期を迎えているところでございます。コロ

ナ禍が徐々に鎮静化しつつありますが、医療・介護に従事されている皆様におかれましては、

いまだ長期にわたって御尽力いただいておりますことに、この場をお借りして感謝申し上げま

す。 

 ９月に入り、まだ暑い日が続きますが、全国では大雨による災害が頻発しております。執行

部におかれましては、市民の生活を守るため、市民への迅速な情報提供等、いつでも災害に対

応できる体制が取れるよう、引き続き日頃から訓練等を実施していただきますようお願いいた

します。今後、人口減少、少子高齢化などの課題とも向き合い、市勢の展望や財政状況などの

情報を住民に分かりやすく提供し、事業、施策の新たな展望を考える取組を進めていただきた

いと考えております。第２次三次市総合計画にもありますように、誰もが安全で安心して、そ

して幸せを実感しながら暮らすことのできる三次市となりますことを期待いたしまして、少し

長くなりましたが、これで私の報告を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（山村惠美子君） ありがとうございました。 

 それでは、質疑を願います。 

 （22番 杉原利明君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 杉原議員。 

○２２番（杉原利明君） ２点ほどお伺いさせてください。 

 一般会計、特別会計の審査意見書の29ページ、一般会計、特別会計をまとめられたところの

結びとしてまとめられたところの一番最後の２段落のところからお伺いしたいんですけれども、
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29ページ、今後、人口減少による地方交付税の縮減等により、老朽化するインフラの整備を賄

うべき財源の確保が一段と難しいものになることが予想されるが、令和４年７月に改定された

三次市公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設等を管理し利活用されたいということで、

三次市がまとめられた公共施設管理計画に基づき、管理、利活用されたいということなんです

けれども、つまり、ここにおいては三次市は施設の３分の１の削減ということを明確にうたっ

ていますけれども、令和７年に向けて不断の努力でこの３分の１削減を実現しなさいというこ

とでよろしいかの確認と、もう一つは、その下の段で、市政の展望や財政状況等の情報を住民

に分かりやすく提供し、環境や福祉等の課題に向き合い、事業、施策の新たな展開を考える取

組を進めていただくよう要望するものであるというところの事業、施策の新たな展開を考える

取組というのはどういったことを意味しとるのか、お伺いをさせてください。 

 （代表監査委員 升本美知子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 升本代表監査委員。 

○代表監査委員（升本美知子君） まず１点目、計画的な活用と効率的な運用・管理に努められた

いということですので、絶対にやってくださいということではなくて、計画に沿って実施をし

ていただき、実施できればいいんですけども、できなかった場合には、これを検証していただ

き、どういう理由でできなかったか、次にどういう方向でやっていくかというようなことを、

運用・管理に努められたいということですので、そういう形で実施していただければというこ

とですね。ＰＤＣＡですか、何か管理のサイクルがありますよね。Ｐｌａｎ・Ｄｏ・Ｃｈｅｃ

ｋ・Ａｃｔｉｏｎ、あれにのっとってやっていただければということです。検証が必ず要ると

いうことでございます。 

 次に、一番下のところですね。どんな事業、施策の新たな展開を考える取組を進めていただ

くよう要望するものでございますということですので、今日も市長様のほうからお話がありま

したが、やはりＩＴ関係、その辺の考えとか、皆様方に諮られて事業を進めていかれるはずだ

と思いますので、今後、そういう新しいもの、それから子育て支援、それから高齢者支援、こ

の辺のところで、今の時代の変化というのはすさまじいものがございますので、そこら辺を敏

感にキャッチして、新しい事業と施策等に取り組んでいただけたらということでこういう意見

を書かせていただいております。 

 以上でございます。 

○１３番（横光春市君） そのほか、ございますでしょうか。 

 （23番 新家良和君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 新家議員。 

○２３番（新家良和君） 企業会計の72ページの経営成績のところでお伺いします。 

 下水道事業の令和４年度の純利益が35万円程度。これはここしばらくずっとこの数値なんで

すね。これは、私が思うには、純粋に決算をして赤字が出るから、一般会計から基準外繰入を

入れて補填して、大体30万円もつれで、先期も先々期も大体この数値だったんです。そういう

ことで、今回も基準外繰入によって赤字を補填するという結果になりましたが、令和４年度の
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一般会計からの基準外繰入金は幾らであったのか確認させてほしいのと、もう一点、経費回収

率が63.54と大きく下回っています。私の記憶では、令和２年度が69.9で、令和３年度が69.5

だったと思うんですけども、それでも当然低いんですけど、さらに五、六ポイント下がってお

るんですけど、この大きく下がった要因がどこにあったのか。 

 以上、２点お願いします。 

 （代表監査委員 升本美知子君、挙手して発言を求める） 

○議長（山村惠美子君） 升本代表監査委員。 

○代表監査委員（升本美知子君） 基準外、一般会計からの繰入につきましては、一応、平成30年

度から令和４年度まで、下水道会計、企業会計について全て確認をいたしました。令和４年度

基準外の下水道への繰入につきましては４億余りでございます。 

 それから、先ほど言われた、どんな原因があるかということですね。経費の下がってきた部

分。それは、やはり昨年度でございますので、光熱費関係、電気料、ここが大きな原因でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（山村惠美子君） そのほか、ございませんか。 

            （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（山村惠美子君） それでは、これをもって質疑を終わります。 

 監査委員には、大変お忙しい中、御出席を頂きまして、ありがとうございました。 

 ここで、今期定例会に関して御案内をさせていただきます。 

 来週４日月曜日から７日木曜日までの４日間、16人の議員が一般質問を行います。この一般

質問を行う４日間につきましては、議事の都合上、会議の開始を９時30分といたしたいと思い

ますので、傍聴を御希望される方、また御視聴くださいます方、どうか御注意いただきますよ

うによろしくお願いいたします。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

          ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

            ――散会 午後 １時４５分―― 
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 地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

令和５年９月１日 
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